
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 

 

平成 24 年 6 月 1 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：研究期間中に、学力を段階評価するためのテスト理論である潜在ラン

ク理論の開発をおおむね完了することができた。また、潜在ランク理論を実行するための専

用のソフトウェアを開発した。また、センター試験のデータ解析を行った。 
研究成果の概要（英文）：Developing the kernel of latent rank theory which was a test theory 

to evaluate students’ abilities on an ordinal scale was almost successful within the re-
search period. In addition, Exametrika which was the software for executing the theory 
was developed, and the data of the National Center Test for University Admissions was 
analyzed by using the software. 
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１．研究開始当初の背景 
 我が国の多くのテストは、100 点満点であ
り、連続的な学力評価尺度の上で、受検者の
能力を位置づけることが多い。しかし、古典
的テスト理論で明らかであるように、テスト
の信頼性係数が 0.9 を超えることは珍しい。
したがって、粗い表現を用いれば、テストで
測定しているもののうち、10%は誤差である。 
 テストは、0～100 点で評価できるほど精
度が高い測定道具ではなく、5~20 レベルく
らいで段階評価するくらいがせいぜいの測
定道具である。 
 また、ヨーロッパにおける CEFR や、テス

トの資格試験の流れを受け、学力を段階評価
する機運は高まりつつある。その中で、学力
を段階評価しながらテストを標準化するた
めの理論が必要である。 
 潜在ランク理論（latent rank theory, LRT）
は、学力を段階評価し、テストを標準化する
ための多変量解析モデルである。 
 
２．研究の目的 
 LRT の理論的な枠組みを整えることを目
的としている。その中には、２値データ、順
序データ、名義データのための分析モデルの
開発が含まれている。 
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また、LRT を実行するためのソフトウェア
の開発を目的とする。必ずしもデータ解析を
得意としないユーザでも、分析できるような
ユーザフレンドリなソフトウェアの開発を
目指す。 
最後に、開発した理論・ソフトウェアを用

いて、実際のテストデータを分析することを
目的とする。分析対象は、主に、センター試
験のデータである。センター試験に試験的に
適用することで、さまざまな問題点を考察す
ることである。 
以上、3 点が主たる目的である。 

 
３．研究の方法 
 理論の開発においては、さまざまな多変量
解析の主要な方法論をピックアップし、それ
らを組み合わせることによって達成した。 

ソフトウェアの開発には、フリーの VB.net
を用いた。したがって、ソフトウェアは、ウ
ィンドウズ環境（Vista 以降）においてのみ運
用できる。また、分析するためのデータはエ
クセル（拡張子が.xlsx のもの）かオープンオ
フィスによって管理されている必要がある。 

また、センター試験のデータを分析するに
当たり、英語（筆記）の試験を分析すること
が多かったが、その際、多くの英語の教科教
育の研究者の支援を得た。 
 
４．研究成果 
 研究期間中に、理論の核心部分はほとんど
完成することができた。その結果は、以下の
発表論文のうち、多くは②③④に表現されて
いる。 
また、LRT を分析するためのソフトウェア

は、以下の「ホームページ等」において②で
示されているウェブサイトにおいて、公開さ
れている。ソフトウェアは、フリーである。 

さらに、センター試験データに対する適用
では、現在もまだ継続中であるが、成果がで
ているものとしては、「雑誌論文」の⑤や、
学会発表の⑨がある。 

具体的には、センター試験「英語」に対し
て LRT を適用したことで、センター試験を
「資格試験化」することに成功している。そ
こでは、学力が 10 段階で評価されている。
また、それにより、各学力段階に応じた能力
記述文（can-do table）が作成された。ただし、
センター試験を実際に資格試験化し、段階評
価することは、選抜場面で必ずしも便利では
ないことが明らかとなった。 

また、本科研研究に関連し、３つの学会に
おいて講演を行った。それらは、以下である。 
・外国語教育メディア学会 中部支部第 78 回

大会「テストデータを分析する：古典的テ
スト理論・項目反応理論・潜在ランク理論
による学力評価」（2011 年 11 月） 

・日本行動計量学会第 39 回大会・日本テス

ト学会第 9 回大会 共催「チュートリアル 
学習評価の新潮流」（2011 年 9 月） 

・日本言語テスト学会第 34 回研究例会「能
力記述文構築のためのテスト理論とその
分析ツール」（2011 年 7 月） 
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